
長浜市内部統制基本方針 
 

 
 市民福祉の増進を図ることを組織目標として、事務の適正な執行を確保するため、地方自治

法第１５０条第２項の規定に基づく内部統制の基本方針を定め、市民に信頼される行政運営の

確立に取り組みます。 

 

１ 内部統制の目的と取組 

(1) 法令遵守 

   『長浜市不祥事根絶宣言』のもと、法令遵守による適正な業務遂行、公益通報制度の活

用を通して、コンプライアンス推進に組織を挙げて取り組みます。  

 

(2) 情報管理 

   個人情報を含めた業務執行に関する情報を、条例及び関連法令等に従い適切に保存・管

理します。 

 

(3) 財務規律の確保 

   財務規則等に基づき、適正な予算執行を行うとともに、財務情報（予算、決算、財務書

類４表、財政見直しなど）の適切かつ分かりやすい報告を行います。  

 

(4) 資産保全の確保 

   「未来の長浜市民に、よりよきものを引き継ぐ」を実現するため、財産管理規則等に基

づき適正に資産を管理するとともに、有効かつ効率的な資産の利活用や処分等を推進しま

す。 

 

(5) 効果的な職務執行 

   経営理念を明確化するとともに、その実現のための方針を策定することで、業務の有効

性及び効率性を確保します。 

 

(6) 自己管理 

   職員はその能力を最大限発揮できるよう、積極的に心身の健康の維持・向上に努めます。 

 

２ 内部統制の対象事務 

 (1) 財務に関する事務 

 (2) その他市長が必要と認める事務 

 

３ 内部統制の有効性の確保 

   全庁的な推進・評価体制を構築し、内部統制の整備及び運用に取り組みます。  

   また、内部統制をより効果的に推進していくため、監査委員との情報共有や意見交換等

を行い、連携を図ります。 

   

 

令和４年３月５日 

長浜市長 浅見 宣義   


